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(57)【要約】
【課題】本発明は湿度センサーを用いて湿度の変化を基
に表示部のオン／オフを制御する携帯装置の制御方法及
びその携帯装置を提供する。
【解決手段】本発明による、湿度センサーを具備する携
帯装置の制御方法は、　通話イベントが発生すると、前
記湿度センサーを用いて上記携帯装置周辺の湿度を測定
する段階と、上記測定された湿度を既設定された臨界値
と比べる段階と、その比較結果によって上記携帯装置の
表示部のオン／オフを制御する段階と、を含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
湿度センサーを備える携帯装置の制御方法であって、
通話イベントが発生すると、　前記湿度センサーを用いて前記携帯装置周辺の湿度を測定
する段階と、
前記測定された湿度を既設定された臨界値と比べる段階と、
比較結果によって前記携帯装置の表示部のオン／オフを選択的に制御する段階と、を含む
ことを特徴とする携帯装置の制御方法。
【請求項２】
前記比べる段階は、
前記測定された湿度が前記臨界湿度より大きいか同じであるか否かを判断する段階を含む
ことを特徴とする、請求項１に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項３】
前記表示部のオン／オフを選択的に制御する段階は、
前記測定された湿度が前記臨界湿度より大きいか同じであれば前記表示部をオフし、前記
測定された湿度が前記臨界湿度より小さければ前記表示部をオンする段階を含むことを特
徴とする、請求項２に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項４】
前記湿度を測定する段階は、
前記通話イベント発生時の湿度を初期値として設定する段階を含むことを特徴とする、請
求項１に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項５】
前記比べる段階は、
前記測定された湿度と前記初期値の差である湿度変化量が、臨界変化量より大きいか同じ
であるか否かを判断する段階を含むことを特徴とする、請求項４に記載の携帯装置の制御
方法。
【請求項６】
前記湿度を測定する段階は、
前記通話イベントが発生すると、　近接センサーを用いて前記携帯装置に使用者の人体が
近接したか否かを判断する段階と、
その判断の結果、前記携帯装置に前記使用者の人体が近接しない場合、前記携帯装置周辺
の湿度を測定する段階と、を含むことを特徴とする、請求項１に記載の携帯装置の制御方
法。
【請求項７】
前記湿度センサーは、
前記携帯装置の内部で音声入力部と近接するように設置されることを特徴とする、請求項
１に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項８】
前記近接センサーが動作可能であるか否かを判断する段階と、
前記近接センサーが動作可能ではなければ、　前記湿度センサーを使用した前記比較結果
によって前記表示部のオン／オフを選択的に制御する段階をさらに含むことを特徴とする
、請求項６に記載の携帯装置の制御方法。
【請求項９】
通話イベントが発生すると、通話を行う間携帯装置周辺の湿度を測定する湿度センサーと
、
情報を表示する表示部と、
前記測定された湿度を既設定された臨界値と比べて、　その比較結果によって前記表示部
のオン／オフを制御する制御部と、を含むことを特徴とする携帯装置。
【請求項１０】
前記制御部は、
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前記測定された湿度が、前記臨界湿度より大きいか同じであるか否かを判断することを特
徴とする、請求項９に記載の携帯装置。
【請求項１１】
前記制御部は、
前記測定された湿度が前記臨界湿度より大きいか同じであれば前記表示部がオフするよう
に制御し、　前記測定された湿度が前記臨界湿度より小さければ前記表示部がオンするよ
うに制御することを特徴とする、請求項１０に記載の携帯装置。
【請求項１２】
前記制御部は、
前記通話イベント発生時の湿度を初期値として設定することを特徴とする、　請求項９に
記載の携帯装置。
【請求項１３】
人体の近接を感知する近接センサーをさらに含み、
前記制御部は、
前記通話イベントが発生すると、前記近接センサーを用いて前記人体の近接が感知された
か否かを判断し、前記人体の近接が感知されない場合、前記携帯装置の周辺の湿度を測定
するように前記湿度センサーを制御することを特徴とする、　請求項１１に記載の携帯装
置。
【請求項１４】
使用者の音声入力を受ける音声入力部、及び
前記音声入力部を取り囲み、外部の空気流入のためのホールが形成されたケースをさらに
含み、
前記湿度センサーは、
前記ケースの内部で前記音声入力部と近接するように設置されることを特徴とする、請求
項１１に記載の携帯装置。
【請求項１５】
前記湿度センサー及び前記音声入力部の間に設置される隔壁をさらに含むことを特徴とす
る請求項１４に記載の携帯装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は湿度センサーを用いた携帯装置制御方法及びその携帯装置に係り、より詳しくは
特に湿度センサーを用いて通話中の表示部のオン／オフを制御する携帯装置制御方法及び
その携帯装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
スマートフォンを含めた今日の携帯装置は、写真及び／又は動画の撮影、　音楽ファイル
や動画ファイルの再生、ゲーム、放送の受信、無線インターネット支援など複雑な機能を
備えるようになり、これによって電力消費量も増加するようになった。このため、携帯装
置内部で起きる不必要な動作を最小化することによって電力消費を減らすことが要求され
る。
【０００３】
電力消費を減らす一例としては、　使用者が表示部を見ていない場合、表示部を自動でオ
フする方法がある。現在、常用されている携帯装置の場合、既設定された時間の間、何ら
かの入力が発生しないか、近接センサーを用いて使用者の顔（特に耳部分）などが携帯装
置に密着されている場合、表示部を自動でオフさせる。
【０００４】
しかし、現在の表示部制御は近接センサーの人体認識範囲が狭いので、人体の近接を正確
に認識できないとか、　センサーに異物がついて誤作動する場合が多いという問題点があ
る。また、一定時間の間、入力が発生しない時、表示部をオフさせる場合には、表示部が



(4) JP 2014-103655 A 2014.6.5

10

20

30

40

50

オンされている時間の間、電力が消費されるのでその效用は大きくない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本発明は湿度センサーを用いて湿度の変化を基に表示部のオン／オフを制御する携帯装置
制御方法及びその携帯装置を提供する。
【０００６】
また、本発明は、携帯装置のケースのホール（開口）をマイクロフォンと共有する湿度セ
ンサーを用いる携帯装置制御方法及びその携帯装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上記課題を解決するための本発明による携帯装置の制御方法は、　湿度センサーを備える
携帯装置の制御方法であって、通話イベントが発生すると、上記湿度センサーを用いて上
記携帯装置周辺の湿度を測定する段階と、　上記測定された湿度を既設定された臨界値と
比べる段階と、その比較結果によって上記携帯装置の表示部のオン／オフを制御する段階
と、を含むことを特徴とする。
【０００８】
また、上記課題を解決するための本発明による携帯装置は、携帯装置周辺の湿度を測定す
る湿度センサー、情報を表示する表示部、及び通話を行うための通話イベントが発生する
と、　上記湿度センサーを用いて上記携帯装置周辺の湿度を測定するように上記湿度セン
サーを制御し、上記測定された湿度を既設定された臨界値と比べて、その比較結果によっ
て上記表示部のオン／オフを制御する制御部を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
上記課題を解決するための本発明による携帯装置の制御方法によれば、通話イベントが発
生すると、上記湿度センサーを用いて上記携帯装置周辺の湿度を測定する段階と、　上記
測定された湿度を既設定された臨界値と比べる段階と、その比較結果によって上記携帯装
置の表示部のオン／オフを制御する段階と、を含むことにより電力の消費を少なくできる
。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明による携帯装置の構成を示したブロック図である。
【図２】本発明による携帯装置内部に湿度センサーを配置した一例を示した図である。
【図３】本発明による携帯装置内部に湿度センサーを配置した他の例を示した図である。
【図４】本発明の一実施例による携帯装置の制御方法を示したフローチャートである。
【図５】本発明による携帯装置に備える湿度センサーが使用者の顔に近接した場合を示し
た図である。
【図６】時間による湿度変化を基に携帯装置を制御する例を説明するためのグラフである
。
【図７】本発明の他の実施例による携帯装置の制御方法を示したフローチャートである。
【図８】本発明による携帯装置に備える近接センサーが使用者の顔に近接した場合を示し
た図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
本発明は湿度センサーを備える携帯装置の制御に適用される。
また、本発明は湿度センサーを備える携帯装置として、スマートフォン（Ｓｍａｒｔ　Ｐ
ｈｏｎｅ）、　携帯端末（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、　移動端末（Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、個人情報端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓ
ｓｉｓｔａｎｔ：ＰＤＡ）、ＰＭＰ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｐｌａ
ｙｅｒ）端末、　ノートパッド（Ｎｏｔｅ　Ｐａｄ）、ワイブロ（Ｗｉｂｒｏ）端末など
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の一般的な電子端末だけではなく、湿度センサーの具備が可能なすべての装置のために適
用できる。
【００１２】
本明細書で使用される技術的用語はただ特定の実施例を説明するために使用されたもので
、本発明の思想を限定しようとする意図ではないことに留意すべきである。また、本明細
書で使用される技術的用語は本明細書で特別に他の意味に定義されない限り、　本発明が
属する分野で通常の知識を有する者によって一般的に理解される意味に解釈されるべきで
あり、過度に包括的な意味に解釈されたり過度に縮小された意味に解釈されてはいけない
。
【００１３】
また、本明細書で用いる単数の表現は文脈上明白に異なるように記載しない限り、複数の
表現を含む。本明細書において、「構成される」又は「含む」などの用語は明細書上に記
載された多くの構成要素、　或いは多くの段階を必ず全部含むことに解釈されてはいけな
い。
【００１４】
以下、添付の図面を参照して本発明の実施例をより具体的に説明する。
図１は本発明による携帯装置の構成を示したブロック図である。
図１を参照すれば、携帯装置１００は通信部１１０、入力部１２０、音声入力部１３０、
　センサー部１４０、制御部１５０、貯蔵部１６０及び表示部１７０を含んで構成される
。
【００１５】
通信部１１０は移動通信網内で基地局、外部の携帯装置、サーバーの中の少なくとも１つ
と無線信号を送受信する。ここで、無線信号は音声コール信号、画像通話コール信号又は
文字／マルチメディアメッセージ送受信による多様な形態のデータを含む。
【００１６】
入力部１２０は使用者の入力を感知し、使用者入力に対応する入力信号を制御部１５０に
伝達する。入力部１２０はキーパッド、ドームスィッチ、タッチパッド（静圧／静電）、
ジョグホイール、ジョグスイッチ、フィンガーマウス、ホイールなどを含んで構成される
。
【００１７】
入力部１２０は入力パッドから構成される。入力部１２０は後述するセンサー部１４０の
各種センサーを実装する形態から構成されることができる。例えば、入力部１２０は入力
パッド上にタッチセンサー１４１がフィルム形態で付着したり、　パネル形態で結合され
た入力パッドから構成されることができる。或いは入力部１２０は電磁気センサー１４２
を用いるＥＭＲ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）又はＥＭＩ
（Ｅｌｅｔｒｏ　Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃ）方式の入力パッドから構
成されることができる。
【００１８】
入力部１２０は後述する表示部１７０とレイヤー構造を成して入力スクリーンとして動作
することができる。例えば、　入力部１２０はタッチセンサー１４１を備える入力パッド
を含み、表示部１７０と結合されたＴＳＰ（Ｔｏｕｃｈ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｐａｎｅｌ）か
ら構成されることができる。表示部１７０とレイヤー構造を成す入力部１２０はタッチス
クリーンを構成する。
【００１９】
本発明の実施例によれば、　入力部１２０は通話遂行のための使用者の入力を感知する。
【００２０】
音声入力部１３０はオーディオ信号入力のためのものでマイクなどを含む。マイクは通話
モード、録音モードまたは音声認識モードなどで外部の音響信号を入力し電気的な音声デ
ータに処理する。通話モードで処理された音声データは通信部１１０を通じて基地局に送
信される。
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【００２１】
センサー部１４０は携帯装置１００の現在状態を感知するための複数センサーから構成さ
れる。センサー部１４０は感知された状態に対応する制御信号を生成し、制御部１５０に
伝達する。センサー部１４０はタッチセンサー１４１、電磁気センサー１４２及び近接セ
ンサー１４３及び湿度センサー１４４を含む。　
【００２２】
タッチセンサー１４１は使用者のタッチ入力を感知する。タッチセンサー１４１は例えば
、タッチフィルム、　タッチシート、タッチパッドなどの形態を有する。タッチセンサー
１４１はタッチ入力を感知し、　感知されたタッチ信号を制御部１５０に伝達する。制御
部１５０はタッチ信号を分析してタッチ信号に対応する動作を行う。また、感知されたタ
ッチ信号に対応する情報が表示部１７０上に表示されることができる。タッチセンサー１
４１は多様な入力手段に基づく使用者のタッチ入力による操作信号を受信する。タッチセ
ンサー１４１は使用者の人体（例えば、手）や物理的な道具、スタイラスペン（Ｓｔｙｌ
ｕｓ　Ｐｅｎ）及びスタイラスペンに含まれる操作ボタンなどによって操作信号を受信す
る。タッチセンサー１４１は直接のタッチ入力だけではなく、　一定な距離内の近接入力
も感知できる。タッチセンサー１４１は入力部１２０と結合してタッチパッド形態で構成
されることができ、　入力部１２０を通じて使用者のタッチ入力を検出する。
【００２３】
電磁気センサー１４２は電磁気場の強度変化に従ってタッチまたは近接入力を感知でき、
　ＥＭＲ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）又はＥＭＩ（Ｅｌ
ｅｔｒｏ　Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃ）方式の入力パッド形態で構成さ
れる。電磁気センサー１４２は磁場を誘導するコイルを含んで構成され、　電磁気センサ
ー１４２で、発生した磁場のエネルギー変化を起こす共振回路が含まれた物体の接近を感
知する。電磁気センサー１４２は共振回路を含んだ物体としてスタイラスペンなどによる
入力を感知する。
【００２４】
近接センサー１４３は入力部１２０の検出面で起きる物体の有無、　接近、　動き、　方
向、　速度、形態などを電子系の力を用いて機械的接触がなしに検出する。近接センサー
１４３は透過型光電センサー、直接反射型光電センサー、ミラー反射型光電センサー、高
周波発振型近接センサー、静電容量型近接センサー、磁気型近接センサー、赤外線近接セ
ンサーのうちのいずれか１つである。
【００２５】
本発明の実施例によれば、近接センサー１４３は携帯装置１００の前面部に配置され、　
携帯装置１００に使用者の頬など人体が近接することを感知する。近接センサー１４３は
例えば、通話遂行のために使用者が携帯装置１００を顔に近接させる時、使用者の顔が携
帯装置１００に近接したことを感知する。近接センサー１４３は携帯装置１００が使用者
の身体に近接したことを感知し、　これに対応する制御信号を生成して制御部１５０に伝
達する。上記のような動作は、携帯装置１００が通話モードで動作する場合に行われる。
【００２６】
湿度センサー１４４は湿度センサー１４４周辺の空気に含まれた水分の量を測定し、　測
定された値に対する情報を含む制御信号を生成して制御部１５０に伝達する。湿度センサ
ー１４４は抵抗型又は静電容量型半導体系湿度センサーで構成される。湿度センサー１４
４は近接センサー１４３と同時にまたは独立的に動作したり、　相互動作によりバック・
アップ（ｂａｃｋ－ｕｐ）もできる。
【００２７】
湿度センサー１４４は携帯装置１００の内部に装着される基板上に実装される。本発明の
実施例で、湿度センサー１４４は通話中の使用者の息づかいによる湿度変化を感知するた
めに、音声入力部１３０と外部で連結される１つのホール（ｈｏｌｅ）を共有するように
形成される。
【００２８】
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例えば、図２を参照すれば、湿度センサー１４４は携帯装置１００の内部に装着される基
板１００ｂ上に設置される。基板１００ｂは携帯装置１００の各構成要素が正常に動作す
るようにその上に固定設置される。基板１００ｂ及び基板１００ｂ上に設置される各構成
要素は携帯装置１００のケース１００ａで取り囲まれる。ケース１００ａは外部からの異
物を遮断するために基板１００ｂ及び基板１００ｂ上に設置される各構成要素を６面で取
り囲み、入力部１２０、音声入力部１３０又はカメラなどのインターフェースは設計され
た構成に設置される。
【００２９】
湿度センサー１４４は基板１００ｂ上で音声入力部１３０に近接するように設置される。
これによって、湿度センサー１４４は使用者が通話を行うために携帯装置１００を顔に近
接させたり、　通話遂行中に音声入力部１３０を介して音声を入力する場合、使用者の息
づかいに含まれた水分による湿度変化を感知する。
【００３０】
湿度センサー１４４及び音声入力部１３０が設置された基板１００ｂ辺りのケース１００
ａにはホール（ｈｏｌｅ）１０１が形成される。ホール１０１は携帯装置１００の内部と
外部の間で空気の出入を可能にすることで、　外部空気または使用者の音声による空気の
振動がホール１０１を介して湿度センサー１４４及び音声入力部１３０に伝達するように
する。ホール１０１はケース１００ａ上で基板１００ｂと向かい合う面に形成される。又
は、ホール１０１は図３に示すようにケース１００ａ上で基板１００ｂの側面と向かい合
う面に形成される。
【００３１】
湿度センサー１４４及び音声入力部１３０はホルダー１０２によって取り囲まれる。ホル
ダー１０２は、　基板１００ｂ及びケース１００ａを連結することによって、基板１００
ｂ及びケース１００ａの間に離隔が生じないように固定する役目をする。又は、携帯端末
１００内部で湿度センサー１４４及び音声入力部１３０のための閉鎖空間を形成し、ホー
ル１０１を通じて流入した空気が分散しないようにする。
【００３２】
また、湿度センサー１４４及び音声入力部１３０の間には隔壁１０３が形成されることが
できる。隔壁１０３は湿度センサー１４４及び音声入力部１３０の間の空間を分離させる
ように形成され、　湿度センサー１４４及び音声入力部１３０に流入する空気を分離して
相互間の影響によるエラーを防止する。
【００３３】
上記以外にも、センサー部１４０はモーションセンサー、　圧力センサー、　温度センサ
ー、　張力センサー、電流センサー、触覚センサー、斜めセンサーの中の少なくとも１つ
を含み、　携帯装置１００の状態を感知する。
【００３４】
制御部１５０は携帯装置１００の全般的な動作のために各構成要素を制御する。例えば、
　制御部１５０は湿度センサー１４４を介して感知された湿度変化を基に、　表示部１７
０のオン／オフを制御する。
【００３５】
本発明の実施例によれば、制御部１５０は通話イベントが発生すると、湿度センサー１４
４を制御して携帯装置１００周辺の湿度を測定し、測定された湿度を既設定された臨界値
と比べて比較結果によって表示部１７０のオン／オフを制御する。
【００３６】
貯蔵部１６０には携帯装置１００のためのプログラム又は命令が貯蔵される。制御部１５
０は貯蔵部１６０に貯蔵されたプログラムまたは命令を行う。
【００３７】
貯蔵部１６０はフラッシュメモリータイプ（ｆｌａｓｈ　ｍｅｍｏｒｙ　ｔｙｐｅ）、　
ハードディスクタイプ（ｈａｒｄ　ｄｉｓｋ　ｔｙｐｅ）、　マルチメディアカードマイ
クロタイプ（ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｃａｒｄ　ｍｉｃｒｏ　ｔｙｐｅ）、　カードタイ
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プのメモリー（例えばＳＤまたはＸＤメモリーなど）、ラム（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｍｅｍｏｒｙ、　ＲＡＭ）、　ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、　ロム（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌ
ｙ　Ｍｅｍｏｒｙ、ＲＯＭ）、　ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａ
ｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ（
Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、磁気メモリー、　磁
気ディスク、　光ディスクの中の少なくとも１つのタイプの貯蔵媒体を含む。
【００３８】
本発明の実施例によれば、　貯蔵部１６０は表示部１７０の制御のための臨界変化量また
は臨界湿度を貯蔵する。
【００３９】
表示部１７０は携帯装置１００で処理される情報を表示（出力）する。例えば、表示部１
７０は現在駆動中のアプリケーション、プログラムまたはサービスに対応する情報をＵＩ
（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）又はＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒ
ｆａｃｅ）と共に表示する。
【００４０】
表示部１７０は液晶ディスプレー（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ、Ｌ
ＣＤ）、薄膜トランジスター液晶ディスプレー（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔ
ｏｒ－ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ、ＴＦＴ　ＬＣＤ）、　有機発光
ダイオード（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ－ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ、ＯＬＥＤ）
、フレキシブルディスプレー（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｄｉｓｐｌａｙ）、３次元ディスプレ
ー（３Ｄ　ｄｉｓｐｌａｙ）の中の少なくとも１つを含む。
【００４１】
表示部１７０は入力部１２０及びセンサー部１４０と相互レイヤー構造を成してタッチス
クリーンとして動作することができる。この時、タッチスクリーンで動作する表示部１７
０は入力装置の機能を行う。
【００４２】
本発明の実施例によれば、表示部１７０は制御部１５０の制御によって、携帯装置１００
の周辺の湿度を基に電源をオン／オフされる。
【００４３】
図１に示された構成要素が必須的なものではないので、　それより多くの構成要素を有し
たり、それより少ない構成要素を有する携帯装置１００が具現されることができる。
【００４４】
図４は本発明による携帯装置の制御方法を示したフローチャートである。
先ず、制御部１５０は待機状態である（２１０）。
この待機期間中、任意のアプリケーション、　プログラムまたはサービスを駆動中である
ことができる。ここで、　任意のアプリケーションは通話遂行のためのアプリケーション
であることができる。
【００４５】
待機状態で表示部１７０は電源がオン状態であることができる。すなわち、制御部１５０
は待機状態で対応する画面を表示するように表示部１７０を制御することができる。表示
部１７０に表示される画面は待機画面、アプリケーション駆動画面であることができ、　
アプリケーションが通話遂行のためのアプリケーションの場合、　表示される画面は通話
記録、電話番号リスト、ダイヤル画面の中のいずれか１つである。
【００４６】
次に、制御部１５０は通話イベントが発生したか否かを判断する（２２０）。
通話イベントは外部から通話遂行要請に対応するコールの受信又は通話遂行要請のための
入力によって発生する。制御部１５０は通信部１１０を通じてコールが受信されたり、入
力部１２０を通じて通話遂行要請に対応する入力が感知された場合、通話イベントが発生
したと判断する。
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【００４７】
制御部１５０は通話イベント発生と共に、　通話遂行のための情報を獲得する。例えば、
制御部１５０は通話相手の電話番号、通話相手の位置情報、通話相手の基地局情報などを
獲得する。制御部１５０は上記の情報を通信部１１０を通じて受信されたコールから獲得
するか、又は、　入力部１２０を通じる使用者の入力によって獲得する。
【００４８】
通話イベントが発生すると、制御部１５０はイベント発生時の湿度を初期値として設定す
る（２３０）。
通話イベント発生時点は使用者が通話遂行のために携帯端末１００を顔（特に、　耳部分
）　辺りに持って行く直前の状態である。すなわち、通話イベント発生時に携帯端末１０
０は使用者の人体に近接しない状態である。この時、使用者は表示部１７０に表示された
情報を見ている状態である。したがって、制御部１５０は表示部１７０の電源をオンさせ
た状態で維持し、　現在表示中の画面を続けて表示するように制御する。
【００４９】
制御部１５０は通話イベント発生によって、　湿度センサー１４４を駆動させるための制
御信号を湿度センサー１４４に伝達する。湿度センサー１４４は制御部１５０の制御信号
によって湿度センサー１４４周辺の湿度を測定する。制御部１５０が通話イベント発生時
点に湿度センサー１４４に制御信号を伝達し、　湿度センサー１４４は先ず通話イベント
発生時の湿度を測定する。湿度センサー１４４は測定された湿度情報を含んだデータ信号
を生成し、制御部１５０に伝達する。
【００５０】
制御部１５０は湿度センサー１４４から受信したデータ信号を基に、　通話イベント発生
時の湿度を獲得する。
制御部１５０は獲得した通話イベント発生時の湿度を初期値として設定する。初期値は通
話イベント発生以後の通話を行う間、湿度センサー１４４周辺の湿度が変わったか否か、
及び湿度がどのくらい変化したかを判断するための基準になる値である。制御部１５０は
図６に示したように通話発生時点で測定された湿度を初期値として設定する。
【００５１】
制御部１５０は設定された初期値を貯蔵部１６０に臨時に貯蔵する。或いは制御部１５０
は測定された湿度を表示するように表示部１７０を制御する。
同時に、制御部１５０は通話イベント発生による任意の動作を行うことができる。例えば
、制御部１５０はコール受信音／コール発信音を出力したり、通話が行われていることを
知らせる画面を表示するように携帯装置１００の各構成要素を制御する。
【００５２】
一方、通話イベントが発生しなければ、制御部１５０は待機モードへ戻り上記の過程を繰
り返し行う。
【００５３】
次に、制御部１５０は湿度を測定する（２４０）。
制御部１５０は通話イベント発生によって要請された通話を行う。制御部１５０は通信部
１１０を通じて繰り返し基地局又は通話相手と無線信号を交換して通話を行う。
制御部１５０は通話を行う間、湿度を測定する。制御部１５０は通話を行う間、湿度を測
定するための制御信号を湿度センサー１４４に伝達する。制御部１５０は既設定された周
期によって制御信号を生成して湿度センサー１４４に伝達する。湿度センサー１４４は制
御部１５０の制御によって、既設定された周期によって湿度センサー１４４周辺の湿度を
測定する。
【００５４】
本発明の実施例によれば、　湿度センサー１４４は携帯装置１００の音声入力部１２０と
近接するように位置する。すなわち、湿度センサー１４４は図５に示されたように使用者
が通話を行うために音声を入力する部位に位置する。使用者が通話を行うために携帯電話
を顔、特に耳近所に位置させる場合、使用者の息づかいが湿度センサー１４４方向に放出
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される。使用者の息づかいには水分が含まれているので携帯装置１００が使用者の顔に近
接した場合、或いは使用者から音声入力部１２０を通じて音声入力を受ける場合、　湿度
センサー１４４周辺の湿度は通話イベント発生時の湿度より上昇する。
【００５５】
湿度センサー１４４は制御部１５０の制御によって、　既設定された周期によって湿度を
測定する。湿度センサー１４４によって周期的に測定された湿度は図６に示すようなグラ
フで表される。制御部１５０はセンサー部１４４から測定された湿度情報を含むデータ信
号を受信する。
【００５６】
次に、制御部１５０は湿度変化量が臨界変化量より大きいか同じであるか否かを、または
湿度が臨界湿度より大きいか同じであるか否かを判断する（２５０）。
湿度変化量は任意の時間に測定された湿度と通話イベント発生時の湿度である初期値の間
の差を意味する。湿度変化量を簡単な数式で示すと、以下の数１の同様である。
［数１］
湿度変化量　＝　測定された湿度－初期値
【００５７】
ここで初期値は通話イベント発生時の湿度である。
携帯装置１００が使用者の顔に近接した場合、　湿度センサー１４４周辺の湿度は増加す
るので、湿度変化量は大きくなる。反対に、湿度センサー１４４が使用者の顔に近接する
ように位置しない場合、　周辺空気の水分量変動によって湿度センサー１４４周辺の湿度
が変わることがあるが、　通話イベント発生時の湿度と大きな差がないから湿度変化量は
少なくなる。
【００５８】
これによって、　湿度変化量が臨界変化量より大きいか同じ場合、或いは測定された湿度
が臨界湿度より大きいか同じ場合、制御部１５０は表示部１７０をオフさせる（２６０）
。
すなわち、湿度変化量が臨界変化量より大きいか同じ場合、或いは測定された湿度が臨界
湿度より大きいか同じ場合、制御部１５０は図５に示すように携帯装置１００が使用者の
顔に近接したと判断する。このような場合に一般的に使用者は表示部１７０を見ていない
。したがって、　制御部１５０は表示部１７０がオフされるように表示部１７０の電源を
制御する。
【００５９】
図６を参照すれば、通話中に周期的に湿度を測定し、湿度変化量が臨界変化量より大きい
か同一であるとき、或いは測定された湿度が臨界湿度より大きいか同一であるとき表示部
１７０がオフさせるようにする例をグラフで示した。
【００６０】
このように本発明による携帯装置１００の制御方法は、　通話中で使用者が実質的に携帯
装置１００を顔のあたりに位置させたり音声を入力すると感知される場合に、　表示部１
７０の電源をオフすることによって、不必要な電力消費を阻止できる。
【００６１】
制御部１５０は表示部１７０がオフされることによって、ロックモード、節電モードまた
はスリップモードに進入するように携帯装置１００を制御する。または、制御部１５０は
表示部１７０がオフされたことを知らせるためのアラーム、　振動などを出力することも
できる。
【００６２】
反対に、　湿度変化量が臨界変化量より小さな場合、または測定された湿度が臨界湿度よ
り小さな場合、制御部１５０は表示部１７０をオンさせる（２７０）。
湿度変化量が臨界変化量より小さな場合、または測定された湿度が臨界湿度より小さい場
合、　制御部１５０は携帯装置１００が使用者の顔に近接しないと判断する。このような
場合に使用者は表示部１７０を見ていることがあり得る。したがって、制御部１５０は表



(11) JP 2014-103655 A 2014.6.5

10

20

30

40

50

示部１７０がオンされるように表示部１７０の電源を制御する。
【００６３】
更に、　制御部１５０は通話終了イベントが発生したか否かを判断する　（２８０）。
制御部１５０は通信部１１０を通じて通話終了のための無線信号が受信されたり、　入力
部１２０を通じて通話終了のための入力が感知されると、通話終了イベントが発生したと
判断する。
通話終了イベントが発生すると、制御部１５０は本発明による携帯装置１００の制御動作
を終了する。
【００６４】
一方、通話終了イベントが発生しなければ、制御部１５０は湿度測定段階へ戻り上記過程
を繰り返す。
上記では臨界変化量又は臨界湿度を基に通話中に湿度変化による表示部１７０のオン／オ
フを制御するいくつかの例を説明したが、これらに限定されず、本発明の技術思想を害し
ない範囲内で多様な変更が可能である。
【００６５】
図７は本発明の他の実施例による携帯装置の制御方法を示したフローチャートである。
先ず、制御部１５０は待機状態である（３１０）。
この待機期間中、任意のアプリケーション、プログラム又はサービスを駆動中であること
ができる。ここで、　任意のアプリケーションは通話遂行のためのアプリケーションであ
ることができる。
【００６６】
待機状態で表示部１７０は電源がオンされた状態であることができる。すなわち、制御部
１５０は待機状態で対応する画面を表示するように表示部１７０を制御することができる
。表示部１７０に表示される画面は待機画面、アプリケーション駆動画面であることがで
き、アプリケーションが通話遂行のためのアプリケーションの場合、　表示される画面は
通話記録、電話番号リスト、ダイヤル画面の中のいずれか１つである。
【００６７】
次に、制御部１５０は通話イベントが発生したか否かを判断する（３２０）。
【００６８】
通話イベントが発生すると、　制御部１５０はイベント発生時の湿度を初期値として設定
する（３３０）。
通話イベント発生時点は使用者が通話遂行のために携帯端末１００を顔（特に、耳部分）
　辺りに持って行く直前の状態である。すなわち、　通話イベント発生時に携帯端末１０
０は使用者の人体に近接しない状態である。この時、　使用者は表示部１７０に表示され
た情報を見ている状態である。したがって、　制御部１５０は表示部１７０の電源をオン
した状態で維持し、　現在表示中の画面を続けて表示するように制御する。
【００６９】
制御部１５０は通話イベント発生によって、　湿度センサー１４４を駆動させるための制
御信号を湿度センサー１４４に伝達する。湿度センサー１４４は制御部１５０の制御信号
によって湿度センサー１４４周辺の湿度を測定する。制御部１５０が通話イベント発生時
点に湿度センサー１４４に制御信号を伝達し、　湿度センサー１４４は先ず通話イベント
発生時の湿度を測定する。湿度センサー１４４は測定された湿度情報を含んだデータ信号
を生成し、制御部１５０に伝達する。
【００７０】
制御部１５０は獲得した通話イベント発生時の湿度を初期値として設定する。初期値は通
話イベント発生以後の通話を行う間、湿度センサー１４４周辺の湿度が変わったか否か及
び湿度がどのくらい変化したかを判断するための基準となる値である。
【００７１】
制御部１５０は設定された初期値を貯蔵部１６０に臨時に貯蔵する。または制御部１５０
は測定された湿度を表示するように表示部１７０を制御する。
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【００７２】
一方、通話イベントが発生しなければ、制御部１５０は待機モードへ戻り上記の過程を繰
り返し行う。
【００７３】
次に、制御部１５０は人体近接が認識されるか否かを判断する（３４０）。
制御部１５０は通話を行う間、携帯端末１００が人体に近接したか否かを判断する。制御
部１５０は人体に近接したか否かを判断するための制御信号を近接センサー１４３に伝達
する。制御部１５０は既設定された周期によって制御信号を生成して近接センサー１４３
に伝達する。近接センサー１４３は制御部１５０の制御によって、　既設定された周期に
よって携帯端末１００に人体が近接したか否かを判断する。
【００７４】
本発明の実施例によれば、近接センサー１４３は図８に示したように携帯装置１００の前
面部に配置される。すなわち、近接センサー１４３は通話のために使用者が携帯装置１０
０を顔に近接するように位置させた時、　使用者の顔と触れ合うようになる携帯装置１０
０の前面部に配置される。これによって、近接センサー１４３は通話を行う間使用者の顔
（特に、頬又は耳）が近接したか否かを感知する。人体の近接が感知されると、近接セン
サー１４３はこれに対応する制御信号を生成して制御部１５０に伝達する。
【００７５】
制御部１５０は近接センサー１４３から伝達された制御信号を基に、　携帯端末１００に
人体が近接したか否かを判断する。
【００７６】
人体の近接が感知されると、制御部１５０は表示部１７０をオフさせる（３５０）。
人体の近接が感知されると、　制御部１５０は使用者が表示部１７０を見ていなく、図８
　に示されたように通話を遂行中と判断する。したがって、制御部１５０は表示部１７０
がオフされるように表示部１７０の電源を制御する。
【００７７】
制御部１５０は表示部１７０がオフすることによって、ロックモード、　節電モード又は
スリップモードに進入するように携帯装置１００を制御する。または、制御部１５０は表
示部１７０がオフされたことを知らせるためのアラーム、振動などを出力することもでき
る。
【００７８】
反対に、人体の近接が感知されない場合、制御部１５０は湿度を測定する（３６０）。
人体の近接が感知されない場合は使用者は表示部１７０を見ている場合であるか、又は、
　通話を行わない場合である。しかし、近接センサー１４３が故障したり誤作動を起こす
場合に人体が実質的に携帯装置１００に近接したにもかかわらず、　人体の近接を感知す
ることができないことがある　。
【００７９】
したがって、本発明の実施例によれば、近接センサー１４３が故障したり誤作動する場合
に対応し、湿度センサー１４４を補助手段として使用する。
【００８０】
具体的に、　制御部１５０は近接センサー１４３を通じて人体の近接が感知されなければ
湿度を測定するための制御信号を湿度センサー１４４に伝達する。制御部１５０は既設定
された周期によって制御信号を生成して湿度センサー１４４に伝達する。湿度センサー１
４４は制御部１５０の制御によって、既に設定された周期によって湿度センサー１４４周
辺の湿度を測定する。
【００８１】
本発明の実施例によれば、　湿度センサー１４４は携帯装置１００の音声入力部１２０と
近接するように位置する。すなわち、湿度センサー１４４は図５に示されたように使用者
が通話を行うために音声を入力する部位に位置する。使用者が通話を行うために携帯電話
を顔、特に耳近所に位置させる場合、使用者の息づかいが湿度センサー１４４方向に放出
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される。使用者の息づかいには水分が含まれているので携帯装置１００が使用者の顔に近
接した場合、或いは使用者から音声入力部１２０を通じて音声を受ける場合、　湿度セン
サー１４４周辺の湿度は通話イベント発生時の湿度より上昇する。
【００８２】
湿度センサー部１４４は制御部１５０の制御によって、　既設定された周期によって湿度
を測定する。湿度センサー１４４によって周期的に測定された湿度は図６に示されたよう
なグラフで表される。制御部１５０は湿度センサー部１４４から測定された湿度情報を含
むデータ信号を受信する。
【００８３】
次に、制御部１５０は湿度変化量が臨界変化量より大きいか同じであるか否かを、または
湿度が臨界湿度より大きいか同じであるか否かを判断する（３７０）。
【００８４】
湿度変化量は任意の時間に測定された湿度と通話イベント発生時の湿度である初期値の間
の差を意味する。湿度変化量を簡単な数式で示すと、以下の数２である。
［数２］
湿度変化量　＝　測定された湿度－初期値
【００８５】
携帯装置１００が使用者の顔に近接した場合、　湿度センサー１４４周辺の湿度は増加す
るので、湿度変化量は大きくなる。反対に、湿度センサー１４４が使用者の顔に近接する
ように位置しない場合、　周辺空気の水分量変動によって湿度センサー１４４周辺の湿度
が変わることがありえるが、　通話イベント発生時の湿度と大きい差がないので湿度変化
量は少なくなる。
【００８６】
臨界変化量は携帯装置１００が使用者の顔に近接したと判断するための湿度変化量の臨界
を意味する。臨界変化量は図６に示されたように、測定された湿度と初期値の間の差で表
現される。
【００８７】
任意の時間に測定された湿度と初期値の間の差である湿度変化量が臨界変化量より大きい
か同じであれば、　制御部１５０は携帯装置１００が使用者の顔に近接したと判断し、結
果的に使用者が通話遂行中と判断する。反対に、　湿度変化量が臨界変化量より小さけれ
ば、　制御部１５０は携帯装置１００が使用者の顔に近接しないと判断し、結果的に使用
者が通話を行わないか表示部１７０を見ていると判断する。
【００８８】
臨界変化量は携帯端末１００の製造の時に予め設定されたり使用者の入力によって設定さ
れることができる。臨界変化量は使用者が通話遂行の時、湿度センサー１４４で発生する
湿度の変化を測定した実験データを基に精緻に決定されることができる。
【００８９】
これによって、　湿度変化量が臨界変化量より大きいか同じ場合、或いは測定された湿度
が臨界湿度より大きいか同じ場合、制御部１５０は表示部１７０をオフさせる（３５０）
。
【００９０】
反対に、　湿度変化量が臨界変化量より小さな場合または測定された湿度が臨界湿度より
小さな場合、制御部１５０は表示部１７０をオンさせる（３８０）。
【００９１】
更に、　制御部１５０は通話終了イベントが発生したのか否かを判断する　（３９０）。
【００９２】
制御部１５０は通信部１１０を通じて通話終了のための無線信号が受信されたり、入力部
１２０を通じて通話終了のための入力が感知されると、　通話終了イベントが発生したと
判断する。
通話終了イベントが発生すると、　制御部１５０は本発明による携帯装置１００の制御動
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【００９３】
一方、通話終了イベントが発生しなければ、制御部１５０は人体近接が感知されたか否か
を判断する段階へ戻り上記過程を繰り返す。
【００９４】
本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者であれば本発明の本質的な特性から外れ
ない範囲で多様な修正及び変形が可能であろう。したがって、本発明に開示された実施例
は本発明の技術思想を限定するためではなく説明するためのもので、　このような実施例
によって本発明の技術思想の範囲が限定されるものではない。本発明の保護範囲は請求範
囲によって解釈されるべきで、それと同等な範囲内にあるすべての技術思想は本発明の権
利範囲に含まれると解釈されるべきであろう。
【符号の説明】
【００９５】
１００；携帯装置
１１０；通信部
１２０；入力部
１３０；音声入力部
１４０；センサー部
１５０；制御部
１６０；貯蔵部
１７０；表示部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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